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※ 原 稿用紙の正しい使い方

(1)各 段落の書き出しは、一字分下げる。
(2)句 読点や符号などは、原則それぞれ―字分をあてる。
(3)文 末の句点と括弧の閉じの部分は、同じマスに書いてよい。
(4)句 読点や括弧の閉じの部分が行末にくる場合は、
行末の文字と同じマス又は欄外に書く。

○ そ の他のことについては、各学校で統一して採点する。
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むだな時間が創造性 を高める

原稿用紙の正しい使い方に従って書いて
いる。 (原稿用紙の正 しい使い方は、下記
※による。)

文体が統一され、文法上の間違い、誤字、
脱字などがなく、仮名遣い、送り仮名などに
誤りがない。

十行以上、十二行以内で書いている。

三段落構成になっている。

第一段落には、自分が選んだ題材とそれを
選んだ理由を書いている。

第二段落には、「確かに」の書き出しで、
自分が選んだ題材と異なるもう一方の題材の
よさを書いている。

第三段落には、「しかしJの 書き出しで、
第一 。第二段落で書いた内容を踏まえて、
自分の考えを書いている。

(例)ど うすれば、よい話し手、聞き手に
なれるのでしょうか。

心で相手の時間

常に相手のことを思いやること
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